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 京都工芸繊維大学まちづくり研究会・京都市立松ケ崎小学校おやじの会主催で「ホタルに連れられまち歩き

‘１３」を行いました。 

 水路沿いをまち歩きし，地域資源であるホタルを探すことで，身近な環境・景観保全への関心を高めること

がねらいです。 

 当日は，児童・保護者・スタッフ…１００名を越える参加となりました。 

 

～プログラム～ 

１８：００・・・スタッフ集合 受付準備 

１８：３０・・・受付開始 

１９：００・・・オリエンテーション 

（挨拶・スタッフ紹介・ブレスレット配布・写真撮影） 

１９：２０・・・学校出発 

１９：５０・・・子どもの楽園到着 

２０：２０・・・子どもの楽園出発 

２０：５０・・・学校到着 

２１：００・・・解散 

 

 光るブレスレットを学生さんから一人ひとりにいただき， 

グループに分かれて，いざ出発。コースは例年と同じ。 

PTA，松ケ崎消防分団の方々が安全を見守ってくださいま 

した。 

 子どもの楽園につくと大きな歓声が…。 

見ると川原を走る鹿３頭。ホタルではありませんでした。 

もう少し先を行くと，橋の下にかすかに光る光。 

そして，飛ぶ光。ホタルです。 

遠くからでしたが，確かに見ることができました。 

 帰り道，いつものスポットでしょうか， 

たくさんのホタルが飛び交う様子を見ることができました。  

 お世話いただいた皆様，ありがとうございました。 

平 成 ２ ５ 年 ６ 月 ２ ７ 日 

松ケ崎小学校学校運営協議会 

広 報 委 員 会 
 



    
 
 
 
 
 
 

 京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科応用生物学部門 准教授 齊藤準（さいとう ひとし）先生を迎

え，松ケ崎周辺に残る，豊かな自然の中にある「生きた宝物」や新しい研究成果などについて話をしていただ

きました。 

 

 北山周辺は，京都市の市街地に近接していながら，豊かな里山の自然が残されています。この環境には，多

くの生き物たちがくらしており，身近に自然を感じることができます。 

しかし．近代化とともに私たちのライフスタイルも変わり，生活は豊かになった反面，快適な生活をおくる

ことが，かえって自然と距離をおくこととなったようです。 かつては，里山が生活の一部であり，その中で

たくさんの虫がいることも知っていましたが，今は，ふれる機会も少ない（虫のことをあまり知らない）よう

です。 

○ 北山の自然と親しみながら，身近な環境に関心をもちましょう。 

○ やままゆの飼育を通じて，いのちの大切さを学びましょう。 

○ コミュニケーションの大切さを学びましょう。 

これらは「やままゆ塾の活動目標」です。 

 私たちも，自然の中でくらす多くの生き物の姿を観ることで，豊かな自然の恩恵と厳しさを学んでいきまし

ょう。 

 

 

 カイコは繭から絹糸（シルク）をとるために

人為的に家畜化された虫です。これに対して，

野山で生活して，繭を作る野生の絹糸昆虫を，

野蚕（やさん）と呼ぶそうです。 
 いろいろな野蚕をみせていただきました。 

 標本をみせていただきました。ヤママユの成

虫は意外と大きいです。前後左右の翅にある目

玉模様（眼状斑紋）は，ヤママユの特徴だそう

です。外敵から身を守るためについているので

しょうか。 

 ユニークな繭をつくるウスタビガももって

きていただきました。 
 幼虫をさわると，音がするのです。おそるお

そるさわってみました。「ピュッ」とかわいら

しい音がなりました。 

 ウスタビガの繭をさわってみました。この繭

はとてもユニークな形をしています。繭の下に

は，穴が。ウスタビガは，雨水が入る上に穴を

つくるのではなく，下につくるそうです。自然

の知恵ですね。 
 


